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裁　　決 書

審査請求人十四

審 査 請 求 代 理 人 い ’㎜
｀　　 ”･ l･ ●　　. ， ・　.I.･ ,I●’J.････　...

づ滲査 請 康 代 理 入j ㎜ﾚ
，

■■　　　I　　　　　¶I　I●･　　　　’・

審査請求代理人 －

処分庁 ㎜ 福祉事務所長･

し審査請求人から平成22 年８月５冠付けで提起された保護停止処分及び費用返
還請求処分万に係る審査請求についてはレ次のと牡り裁決します。ﾉ　　　… ……

．．　･●･･　　．．･．　　　　・ ．●･、主　　 文　　　　　　･･ ●･●･　　　・..・.･

処分庁が平 成22 年 β月28 日付けで行なった保護停止処 分及び生活保護法第
』.3条の規定による費 用返還金額の決定処分は、こ れを取り消します．十　　 ∧

’ 十　　　　 厂　　　　 っ　　 ＼
理　　 由 ダ　　 ノ　 匸　　　　 。･

Ｌ 事 実 関 係　　　　　　　 尚　 卜　　　　 二　　　　　　 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥

調 査 し た と こ ろ 、 次 の 事 実 が 認 め ら れ ま す 。　　　　 卜

（I 匚 瀋 査 請 求 人 （ 以 下 「 請 求 人 」 と い う 。） は 、 平 成2 1 年 ２ 月 ８ 日 、」他 管 内
、　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 Ｉ　Ｉ　　　　　・　　　　　　　　 。

二 か ら め 転 入 を 理 由 と し て 処 分 庁 の 生 活 保 護､ 開 始 決 定 を 受 け た √

１



○

,(2
匚 請 求 人 は

、平 成 翻 年 ２ 月25 払 ㎜ 警 察 署 め 警 察 官 に 逮 捕 さ れ 、

同 日 か ら ㎜ 靨 察 署 に 勾 留 さ れ た ．‥　.･･.･･･　　 ・　.･　　　　　.　･･..
・･　.･

(3)卜 請 求 人 は √ 平 成 認 年3 月 耳 白 に 起 訴 さ れ 、
向 年 ６ 月 ＼8 日 、

㎜

㎜ と す る 判 決 が 言 渡 さ れ √ 釈 放 さ れ た ． ヶ　　　　 ／

(4) 〉 処 分 庁 は4 請 求 人 の 住 む ア ハ 十 卜 の 賃 貸 人 か ら 請 求 人 が 当 該 ア パ ー ト に

俤 つ て い な い 様 子 で あ る 旨 の 連 絡 を 受 け 囗 清 求 人 が 行 方 不 明 だ と し て √ 平

成22 年 ３ 月 Ｓ 日 に ３ 月 分 の 保 護 費 皿 円､ を 請 求 人 名 義 の 預 金 口 座 に 振

卜
り 込 ん だ の を 最 後 にｿ 、l 保 護 費 の 支 給 を 停 止 し た ．卜 な お 、 処 分 庁 は 、 ４ 月 汾

≒ 以 降 の 保 護 費 の 支 給 を 停 止 す る 旨 の 処 分 は 行 っ て い な い ． … … … …

・　　　 ．１●　・　　　 Ｉ　　　Ｊ
，　　　　　　 ．　　　．　　　` 　　　　 ．　　　　丶．　 Ｉ　　　 ．･　　 ．　･．・　　 ●．　　●　　　　　　　　　　 ＩＩ　．・　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　 、　　　　　　　　 －

濔　 請 求 人 は 、 平 成22 年 葬 月 ９ 日 、 処 分 庁 を 訪 問 し √ 同 年 ２ 月2 れﾖ に 逮 捕

／　 勾 留 さ れ こｿ 同 年6 月 丿 日 に 釈 放 さ れ た 旨 の 報 告 を す る と と も に √ 生 活 保 護

申 請 書 を 提 出 し 、 処 分 庁 は 、∧ ご れ を 受 け 付 け た ／ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥‥　
‥‥j

…
…
…

(6) …
……処 分･ 庁l ま 、 平･ 成221, 年 Ｓ 月31j 日 付 け 嗔 護 決 走 通 知 書｣ 匸 に て 、4 ＼月 分 保

禪 舞 と し て レ 生 活 扶 助
－ 円 √ 住 宅 扶 助 ㎜: 円 、 找 助 額(7) 合 計 帝

１ 円 と す る 保 護 変 更 徠 定 をj し たj … … …… …万…
…… …

… …
… … ……

…　
…

皿] 処 分 庁 は 、 平 成22 年､ ６ 月･ 訓 ﾌﾟ
日 付 け｢ 保 護 決 定 聶 知 書｣ に て √ ５ 月 分 保

…… 護 費 と し て 、 生 活
扶 助/ － ∧ 円 、づ 住 宅 扶 助 し㎜

づ円 、
………扶 助 額 呀 合 計 を

１ 円 と す る 保 護 変 良: 決 走 膏 し た ．
…
…
…… …… …………:… …… … …1

卜 丁 … … … …

(『. 処 分 庁 は 、･ 平 成22 年･6 月 征 日 付 け､=｢ 保 護 決 定 通 知 書｣ﾌy に 七 √ 翩ﾚ 分 保

＜ 護 費 と し 七
、ﾉ 生

晧 扶 助
－

ご円ﾚ 住 宅 抜 助 心 万円 レ 扶 助 痂 の 谷 肩 甚

・　－　　　¶｀｜
．　　　　　　　　　　　　　 ■　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　 １ １¶．　　　－　　　・　　　　　■　　　　・　　　 、．●　　　　　　　 ・　　　　 ．　 ●　　　　　・　　　¶ＩＩ　'　　 ¶

…
… １ 円 と す る 保 護 変 更 決 定 を し た ．ｿ … …=: ‥ ‥

‥ ‥‥ ‥
‥
…
…
…
…… …j

､(9)
………平 成22 万年 ６ 月28 日 ご 処 分 庁 は 、 請 求 人 に 対 し レ ４ 月 分 か ら ６ 月 分 の 扶

■　　　　　．■　Ｉ　・　　 ●　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ¶　　　　　　　　　　　　　　　　　 ¶
二 二

勅 額 合 計 四 円 を 交 付 し たj … …… … ……=　 … …
…… …

…
… ∧ ……

つ
I　　･IF　　'I ●　　・　　 ●　●　■■■　　■　　　■　㎜　　　　　　 ■　､　　l　　 ¶　I¶(10) 厂処 分 庁1 は 、 平 成22 年 二6‥月28 日 付 け｢ 保 護 決 定 通 知 書｣ に て 、1卜｢ 主 の 逮 捕

･･････　･.･･.●･
●　●.･　 ●●･●;I　.●･　　　 レ　　 ．　　 ２．　　･･．･．●●　　 ●　　．" ．　　 ．．　 ．ｊ。

拘 留(2 ／25) ………l辷 よ る｣ を 理 由 と し 七 、 同 年 ５ 月jL 二日 か ら 生 活 保 護 を 停 止

犬 す る と と も に.5J4 分 の 扶 助 額 全 部( 生 活 費 ㎜ﾚ 円 、 往 宅 費･･ 四 ‘ 円 √

二 訃 ㎜ 円) を 返 還 す る よ う 求 め る 処 分( 以 下｢ 本 件 停 止 処 分｣･ と い: う ・
ｙ

●　　ｉ' 、　　ｌ　　　 。　 ｌ　'　　　　 ．･' ．　　．Ｉ．　　１　－　　　　　　･ Ｉ ・　：　　　　Ｉ･　 ・　　 ．　 ●．
を 行 う た

に ＼　　　
ノ　　　 ＼　 ‥‥ ‥　 ‥ ‥ ‥ ‥‥　‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥

‥‥ ‥ ‥‥‥　 ‥
‥‥ ．

(Ｈ) 処 分 庁 は 、 平 成22 年 ６ 月
し28:

日 付 け｢ 保 護 決 定 通 知 書｣ に 七 、.｢ 主 の 釈 放

二 に よ る 再 申 請( ６ ／ ９)｣ を 理 由 と し て 、し保 護 再 開 を 決 定 し 、 Ｇ 月 分 の 生 活

扶 助 額 の う ち 、 釈
敖 ざ れ る ま で の ８ 日 分 のT 日 割 耜

二(
四 円) を 返 還 ず る

よ う 求 め る 処 分 を 行 っ た ．　　 ニ　　 ノ　　　　 ‥ ‥‥
‥
‥
‥ ‥　　 ‥ ‥ ‥ ‥　

‥

(12) 処 分 庁 は 、犬
平 成22 年 ６ 月28 日 付 け ｊ｢ 保 護 決 定 通 知 書｣ ＼に て 、 戻 入 金 収

■　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　 ・　Ｉ　　　　　　　 ・　． Ｉ　　　　　 ●
入 認 定 を 理 由 と し て 、 前 項 の －1 円 を 収 入 認 定 し て ｙ 月 分 生 活 扶 助 額 か

ら 同 額 を 控 除 す る 保 護 変 更 を 決 定 し た ．二 ．．　
．･　　　･

．･･　　　　　　 ．・

●　　　　
・　　　 ■　．　　　　 ■
■　　 ■　　　 ■　　　■　　　　　 Ｉ　　　　　　　　

－　僵　　　・　　　　　　　 －　　　　　　　　　　　　I
(13) 処 分 庁 は 、 平 成22 年 ６ 無28 日 付 け｢ 費 用 返 還 決 定 通 知 書｣ 二に て √｢ 生 活
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保 護 法 第63 条 に よ る 費 用 返 還 」 を 理 由 と し て､ ㎜ 円 の 返 還 を 求 め る
・　　●　　　　　　　　　　・ Ｉ　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

処 分 （以 下 「本 件 返 還 処 分 」 と い う 。） を 行 う と と も に 、 同EI 付 け 「生 活 保

尚 護 法 第63 条 （費 丿用 返 還 義 務 ）･ に つ い て （通 知 ）」 に て 、 同 年･､3 貰 工卜日 付 け

Ｉ　　　　　　・　　　　　　　・　　　　 ■●’で 生 活 保 護 法 べ 昭 和25/ 年 法 律 第144 号 。 以 下 「法 」 と い う 。） 第63 条 を 適

厂 用 し 七 ∧支 給 済 み の ３ 月 分 保 護 費 ㎜ 円 及 び ４ 月 分 保 護 費 ㎜･ 円

も 受 領 後 す み や か に 返 還 す る こ と を 求 め る 通 知 を し た 。 ‥‥‥　 ‥
‥
‥

（14 匚 請 求 人 は 、 平 成 跿 年 ６ 月10 日 、二S 月 分 、 ４ 月 分 及 び ５ 月 分 の 家 賃 と し

∠ て 、 合 計 ㎜･ 円 を 賃 貸 人 に 支 払 う た 。　 二　　 ‥ ‥
‥ ‥

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　Ｊ’　　
。　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　１

請 求 人 は √ 平 成22 年 ６ 月 詢 目 レ3 月 分 、 ４ 月 分 及 び ５ 月 分 め 電 話 料 金

＞ と し て 、 合 計 〃 円 を 支 払 ？ 心 ．j卜
…
……･ ………｡　 …… ………j …… …… に万

レ　 請 求 人 は4 平 成22 年 ６ 月/20 日 か･ ら28 日 に か け て 、 １ 月 分 か ら ２ 月 分 の

レ 堺 佩 料 釡 参 し 七 、卜合 訝 ㎜･ 円 、:3 耳 妣 卜４ 月 分 の 電 気 料 金 とjじ て 言y 計 く

１ 円 を 支 払 ９ だ 。
ユ
ノ ：　 ／　 ぐ

、 、イ　…
… … ……

… ……<　 、
… … …　 ……

六 卜l 青･求 人 は √ 平 成 訖ﾚ 年 ６ 月10 日 、 ３ 月 分 、j4 月 分 及 び5 月 分 のlガ ス 料 金

二 と し て √ 命 計･ Ｗ 内 を 支 払 っ た 。二=こ…
…　 ……万ノ/ … ……

……
…

……
… ……

2/ 請 求 人 の 主 張
…

……ﾕ　 …
…　 …

… … …
… ………　 … …… … ……… …… …… ｉ… …………

■　　●　　　　　 ｉ･　　　　　　　 －　　　　　　　　　 ●　●　　・　 ． Ｉ　　　Ｉ　　　　　　 ・　ａ－　 “　　　　-- ．‘Ｉ．　　　　 ．●ｄ　　　　 Ｉ　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　 ■　　・
＼ 請 求 人 は､ く以 下 の 大 要 の と お り 主 張 し 、 本 件 停 止 処 分 及 び 本 件 妲 還 処 分

っの 取

●　　　　　　I ■i･ ･ －　　　　･､I･ ■　■　 ●　　　　　　　　　　 －　　　　　　　　　 ●　・.　　　　　　'　　　　　 －　　　・　　　　　　. ・　　　　　　　　　　　 ●　・　　　　　　　I　　　　　 ●　　　.疸 し を 求 め て い ま すi …
…
…
… ……………………………､ … …… …=……… … … … …… …… 万…

………
…… …… … … ……… …

..　　 ・　　　･･　.　　 洳`． ．．　　　　　 ．　●　●　．　；　　 ・　　・　 、　・　　　　　　 ●　　　　　　' ．　･●　㎜ＩＩ　●　　ｉ･　　 、Ｉ Ｉ　　　　 ■■　．■　　　．　　Ｉ　　　　　　　　　　 ．･ Ｉ　　　． ・　　　･●．
……(１)

．
： 法 第26 条 は 、

被 保 護 者 が 保 護 を 必 要 と し な く な っ た と き ばJ す み や か に､j･

・　.　　･､･'1･ ●　J　I　　I　 ・　　　　　. －　　'.　'･I I.'・　　I　｀･　　　　　　 、I―●.　－　　　・　　･､･I　 ・
∧ 葆 護 の 停 止 文 は 廃 止 を 決 定 し 二 こ れ･ を 被 葆 護 者 に 遖 知 す ぺ き ご と 万衵 包 め 七

… …… い る ．ご … ……… … ……l
し･

… … … … …… …… …
… ‘ …

…… …
…
… … … … … ……… ……… … ………

……(2) 確 か に 請 求 人 は 、･ﾐ･平 成22 年 ２ 月/25 日 づ
に 逮 捕 さ れ 七 以 来4, 同 年6 丹8/ 日

……　
。lこ 釈 放 さ れ る ま でで の 降 、＼ 身 柄 を 拘 束 霽 れ で い た の 懲 、ごこ の 間 の 食 事 代､ り

日ﾌ
■■･　　　　　 ¶　　I丶●　　I　・　　■･　I　・　・･･　　　　　　　･1 ■　　¶　　　 ■　I ■I ¶Ii　　　　　　　･･

卜 用 品 費 な ど の 生 活 費 が 必 要 で な か う た と 言 う こ と は で き る ．厂し か し √ 請 求

＼ 一人 は 単 身 者 で あ 旬ﾚ √ い か に 身 柄 が 拘 朿 ざ れ て い よ う ど も 、 そ め 舞 の 家 賃 や=

……… 公 共 料 金 の 基 本 料 は 発 生 す る の で あ る か ら √｢ 主 の 逮 捕 拘 留｣ め み を 理 由 と

… …… し て レ 請 求 人 が 保 護 を 必 要 と し な く な 石 真 と い う こ と は で き な い･ ．･卜 し た が

い　 っ て 、F 主j の 逮 捕 拘 留｣' を 理 由 と し た 平 成 老 年 ６ 耳28 ご日 付 け 保 護 停 止 処 分

は 違 法 で あ る ．･　　
‥ ‥ ‥ ‥ ‥

‥
‥
‥‥ ‥‥‥‥ ‥

‥　　 ‥
‥　

‥
‥
こ‥ ‥ ‥ ‥　 ‥‥‥ ‥‥‥

レ(3) ∧ そ も そ も √ 処 分 庁 は 、 平 成 包 年 ６ 月38T 日 に 、 保 護 停 止 処 分 と 保 護 再 開
ｆ　　　　　　 －　　　　　　　　　　　　 ・　　― Ｉ　　　　　　　　　　 －　■　　　　 ■　　　 ■

／　 処 分 を 同 時 に 行 っ て お り 、 保 護 再 開 決 定 の 理 由 に 、ﾉ｢ 主 の 釈 放 に よ る 再 申 摺

…
……( ６ ／ ９)･｣ を 挙 げ て い る と と 泓/ 保 護 停 止 処 分 の 前 に 楳 護 の 再 申 請 が 行 わ

▽ れ る こ と は あ り 得 な い ． こ れ は 、 既 に 保 護 の 停 止 又 は 廃 止 が な ざ れ た も の

と 思 い 込 ん だ 請 求 人 が｢ 再 申 請｣ し た こ と を 奇 貨 と し て √ 処 分 庁 が 前 後 の

辻 褄 が 合 う よ う に 保 護 停 止 処 分 及 び 保 護 柯 鬨 処 分 を 行 づ だj も め と 思 わ れ る

３
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が 、 保 護 停 止 処 分 の 前 に 行 わ れ た 保 護 の 再 申 請 は 無 意 味 で あ り･、 こ れ を 機

軸 に し て 保 護 停 止 処 分 及 び 保 護 再 開 処 分 を な す こ と は 、 手 続 に も 瑕 疵 が あ

る と い う 他 な い 。　　　　　　　　 十 厂　　　　　　　　　　　　　 犬

(4)　 ま た √ 請 求 人 は 、＼５ 月31 日 付 げ 「保 護 決 定 通 知 書 」 及 び ６ 月･24 ‘日 付 け

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I|　　　　　　　　’　　　　　　・｡ 「 保 護 決 定 通 知 書 」 に あ る 住 宅 扶 助 に よ っ て 支 給 さ れ た 金 員 を そ の 名 目 ど

‥ お り･、 請 求 人 が 家 賃 を 支 払 っ た 後 に 、 当 該 決 定 を 停 止 す る こ と は 、 明 ら か

に 信 義 則 に 反 す る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 口

（5 ） 本 件 生 活 保 護 の 停 止 は 、 法 第26 条 に 基 づ く も の と 解 さ れ る 。 同 条 に よ る

停 止 の 要 件 は 「被 保 護 者 が 保 護 を 必 要 と し な く な っ た と き 」 で あ る が 、 こ

Ｉ　　　　　　　　　　　　　･Ｉ
・　　　　ｌ　　・

れ は 卜「被 保 護 者 が 法 第 ４ 条 に 規 定 す る 要 件 を 満 た さ な く な り √ 保 護 を 継 続

実 施 す べ き 状 態 で な く な っ た 場 合 を 言 う 」し と さ れ て い る √ ま た 、 生 活 保 護

法 の 基 本 原 則 と し て 必 要 即 応 の 原 則 が あ る 。 生 掫 保 護 喋 ＼「そ の 個 人 又 は 世

帯 め 実 際 の 必 要 の 相 異 」/ を 反 映 し て 「有 効 且 つ 適 切 」 に 行 わ れ な け れ ば な

＼ ら な い 。 ま た 、 生 活 保 護 は 「そ の 個 人 」 の 実 際 の 必 要 だ け で は な くﾉ 「 世 帯 」

’ の 実 際 の 必 要 を 考 慮 す る も の で あ る √ 卜　　　 卜　　　　　　　 へ

本 件 停 止 処 分 に よ 馬 請 求 人 の 家 賃 、水 道 光 熱 費 な ど の ラ イ フ ラ イ ン に つ づ

い で も 一 律 的 に 支 給 さ れ な く な っ｡た も の で あ る が √ 請 求 人 が 世 帯 を 維 持 す

る 上 で は 生 活 拠 点 と し て の 住 居 の 確 保 が 当 然 に 必 要 で あ る 。 ま た 、 住 居 と

し て 居 住 に 耐 え る 状 態 を 維 持 す る た め に は 電 気 ガ ス 水 道 と い っ た ラ イ フ ラ

＼ イ ン が 生･き て い な け れ ば な ら な い 氛 と も 明 ら か セ あ､り･、 保 護 を 全 面 的 に 停

／　　　　　・　Ｉ　　－　　　　　　　　　　　　　　　・止 す る こ と は 、 被 保 護 者 の 生 活 の 粮 拠 で あ 屬 住 居 を 根 本 的 に 破 壊 す る も の

で あ り 基 本 的 に 言 って 違 法･ 不 当 と い う ぺ き で あ り 、「個 々 の 扶 助 の 停 止 的 」

処 分 で 足 り る 場 合 に は 、･ 処 分 は む し ろ 「 保 護 の 種 類 の 変 更 」 に 止 め る べ き

も め で あ る､;　　　
卜　　

／　 十　 ヘ　　　　
ト　　　　　 ‘　　　 … …

ダ　 ト「 生 活 保 纎 問 答 集 に つ い て 」［ 平 成21 年｡3 月｡31 日 付 け 厚 生 労 働 省 社 会 ・

］援 護 局 保 護 課 長 事 務 連 絡 。 以 下 「問 答 集 」 と い う 。） の 問7 ・15 も 「 被 保 護

者 が 被 疑 者 燔･ と し て 警 寒 署 に 留 澂 拘 束 さ れ た= 賢 合 は 刑 事 行 政 の 二 環 と し て
丶に　　　　 Ｉ　　　・　　　　　Ｉ推 澂 さ れ る べ き も の で あ る=こ と か ち 最 低 生 活 費 の 計 上 は 必 要 な い 」と し て い

る が 、 こ の よ う な 立 論 ぱ 生 活 扶 助 の 一 部 に は 妥 当 し て も 住 宅 費･ 光 熱 費 に つ

●　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　 Ｉ　 ●　　　　　　　　　　　　 一
犬
い て は 妥 当 し な い 。刑 事 処 遇 を 受 け 終 わ う た と き に 被 保 護 者 は 日 常 の 社 会 生

活 に 復 帰 す る 。 こ の 場 合 に は 、生 活 の 根 拠 と な る 住 居 が 必 要 と な る こ と は 言

う 求 で も な い 。一　　　　　　 厂　　　　　･｡･｡･｡　　　　　　　｡･

そ も そ も 問 答 集 の 問7 -15 は √ 問 答 集 の 辯 成 自 体 か ら 明 ら か な よ う に 「第

レ7 最 低 生 活 費 の 認 定 」 「:L　 一 般 生 活 費 」 に 関 す る 問 答 で あ り 、 住 宅 費 に 関

し て は 「第 ７ 最 低 生 活 費 の 認 定 」「 ３　 住 宅 費 」 の 問 答 の 問 題 で あ る 。 問7

-15 が 、 住 宅 費 に 関 し て も 射 程 に お い て い る と 解 釈 す る 余 地 は な い 。 こ の 問

４
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ｉ
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答 は 、「住 宅 費 」 に つ い て は 沈 黙 し て い る の で あ り 、 そ の よ う な 問 題 は 法 の

趣 旨 や 、 他 の 通 知 等 を 勘 案 し て 解 決 す る べ き 問 題 で あ る ．　　　　 十

／　 ま た 、 問 答 集 の 問7 -15 は; 「 刑 事 行 政 の ブ 環 と し て 措 置 さ れ る べ き も の

懲 あ る 」 と し て い る が 、 こ れ は 反 対 解 釈 す れ ば 「刑 事 行 政 の 一 環 と し て 「現

実 に 」措 置 さ れ る:も の は 刑 事 行 政 に よ り ま か な わ れ れ ば よ く 、生 活 保 護 で 重
Ｉ　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　丶　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■■ね て ま か な う 必 要 が な い 」と い う 当 り 前 々 こ と を 言 つ で 厥 る に 過 ぎ な い と 言

うっべ き で あ る ．刑 事 訴 訟 法 に し て も 「刑 事 施 設 及 び 受 刑 者 め 処 遇 等 に 関 す る

法 律 」イに し て も 、 刑 事 裁 判 、 あ る い は 行 刑 の 為 の 法 令 で あ って 、 対 象 者 の 最

Ｉ･　　　　　 －　　　．　　　　　　　　　　　． ●･　　●　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　¶･低 生 活 の 保 護 自 体 を 目 的 と す る 法 律 で は な い ．　　　　　　 ＼　　　　 し

■　　　　・　　　　　　●　　　・　　　　　、　　　　　　・従 っ て 、 問 答 集 の 問7 715 が 言 う 「刑 事 行 政 の 一 環 と し て 措 置 さ れ る べ き

も め で あ る 」 と の 文 言 が 、 仮 にF 刑 事 行 政 に お い て は 処 分 を 受 け る も の の 世

帯 の 最 低 生 活 を 保 障 す る 制 度 だ 」と い う 意 味 だ と す る と そ れ は 実 定 法 上 何 も

㎜●　　　　・　　　　、　　Ｉ　　　　　・　　　　　　　　　・　¶　　　　　　　　　　　　　　．　　　■卜 の 根 拠 も な い 独 断 で あ る と い う 他 は な い ． ＞　　･･･ ．･･　　　 ． ．　　　　 ・．･．・

更 に 重 要 な の は 、 本 件 停 止 処 分 に 至 る 流 れ で あ る ． 本 件 停 止 処 分 は 、 請 求

■■　　　Ｉ■　　　　　　　　Ｉ　　　　　　 ●　　　　●　．･　　　　　　　　　　　●　．　　　　　　 ●人 が 身 柄 拘 束 を 解 か れ た 後 に 行 わ れ て い る ． 身 柄 拘 束 期 間 は ２ 月25 日 か ら

６ 月 ８ 日 ま で の ３ か 月 強 とﾉい う 明 確 な 期 間 で あ っ た こ と が 処 分 庁 に も 明 ら

■　　　　　Ｉ　　　　　　　　１　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　 ４　　　　　・か.で あ う た ．･そ う す る とF い つ ま で も 続 ぐ か も 知 れ な い 住 宅 か ら め 不 在 」 が

二問 題 な の で は な ぐ「 ３ 月 程 度 不 在 の 居 宅 に つ い て は 家 賃 を 保 護 費 と し て 支 給

す る こ と が 不 相 当 か 」= ど う か と い う 問 題 で あ る､ﾉ　　　　　 ▽

こ の 点 に つ い て 、「生 活 保 護 に よ る 保 護 の 実 施 要 領 に つ い て 」.（ 昭 和38 年
．　　　　　･Ｉ　　　　　■　　　、　　　　　　　　　　・　　　　･ 一　　　　　　　　灑、　　　●．　　　　　・　■　　　¶　●　　●　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　．．△４１月亅. 日 社 発 第246 号 厚 生 省 社 会 局 長 通 知 ．こIの 項 に お い て「通 知 」と い う ．）
・　　　・　Ｉ　・　　･Ｉ Ｉ　　　　・　　　　　　　■　　 ●　　　・　　　●第 ７ の ４ の:（1 ）の 工 の （ｱ ）は 、 被 保 護 者 が 入 院 し た 場 合 、「単 身 の 者 が 、 医 療

ソ 機 関 、嫋 等 に 入 院 入 所 期 間 中 も 従 来 ど お り韭 宅 費.を 支 出 し な け れ ば な ら な い

生 活 実 態 に あ る 場 合 は 、入 院 入 所 後6. か 月 以 内 に 退 院 対 処 で き る 見 込 み の あ

る 場 合 に 限 り≒‥住 宅 費･を 認 定 し て 差 支 え な い 」 と し で い る ．　 …………　 … … …

ま た 、東 京 都 勿 運 用 基 準 で は 、逮 捕･ 勾 留 さ れ た 被 保 護 者 が 単 身 者 の 場 合､ 卜

卜住 宅 費 に つ い て は √ 釈 放 後 に 、 特 別 な 配 慮 を す る 必 要 が 生.じ る と し て 、主 に

法 第80 条 め 規 定 に よ る 免 除 の 取 り 扱 い を 行 う こ と を 定 め て い る ． …… … ……

＼ 入 院 が ６ か 月 の 長 期 に わ た る と し て も 、入 院 中 も 従 来 の 居 宅 の 住 居 費 が 支

給 さ れ る の は 明 ら か に 従 来･=の 住 居 を 維 持 し 確 保 す る こ と が 最 低 生 活 の 維 持

ヽに 必 要 だ と い う 価 値 判 断 が 示 さ れ て い る と 言 え る ．た だ し 、入 院 が ど れ だ け ・

長 引 い て も 住 居 費 を 拠 出 し 続 け る と い う こ と は で き な い ． 問 答 集 は 、 「住 宅

扶 助 」 は 「住 い の 確 保 」 に 必 要 だ か ら 支 給 さ れ る と し て い る ． 単 に 「雨 露 を/

し の ぐ 場 所 の 確 保 」りで は な い ．「住 い 」しと い う 生 活 の 根 拠 地 が あ る こ と が 被

保 護 者 に と っ て 必 要 で あ る と し て い･る ．余 り に 不 在 期 間 が 長 い と そ の よ う な

生 活 の 根 拠 と い う 実 質 が 失 わ れ て げ く の で 、住 宅 扶 助 を 支 給 す る､実 質 的 根 拠

５



⊃

⊃

が な く な る と い う こ と で あ る ．　　　　　　　　　　　 卜　　 … …

医 療 で あ ろ う と 、刑 事 処 分 で あ ろ う と 、 そ れ が 本 来 は 一 時 的 不 在 で あ る こ

と に は 変 り が な い ﾀ．゙少 な く と も 本 件 停 止 処 分 時 に は す で に 不 在 が ＝一時 的 だ と

ぶ う こ と が 客 観 的 に 明 ら か で あ っ た ． 通 知 は √ ６ か 月 に 満 た な い 期 間 、 一 時

●　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
°

的 に 不 在 で あ っ て も 、従 来 の 居 宅 が 生 活 の 根 拠 で な ぐ な る わ け で は な い と い

う 価 値 判 断 を 実 質 的 な 根 拠 と し て い るj。一 時 的 不 在 と い う こ と は 本 件 で も 同

様 で あ り 、 身 柄 拘 束 が ６ か 月 に 及 ん で い な い 以 上 、住 宅 扶 助 等 も 支 給 さ れ な'

け れ ば な ら な い の で あ る ．刑 事 処 分 は √こ れ を 受 け る 本 人 に 責 任 が あ る が 病

気 の 場.合 は そ う で は な い と い う イ 違 い｣ は 、 差 異 を 設 け る 実 質 的 理 由 に は な

ら な い6 そ の よ う な 理 由 に 基 づ く 取 扱 い め 違 い は 法 ２ 条 の 無 差 別 平 等 の 原 則
■　　　　　　、　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　・　　　Ｉ･ ｌ
に 正 面 か ら=反 す る ．．･････ ．･･．　　　･ ．　　･ ．・　

・･
．　 ．･　･･･．

・
．　 ．

・　　　･ ．･

Ｉ　　　　　　　　・　　　　　　　Ｉ　　・　　　　　　　　　　　　　 ・　　　・　　　　　　・請 求 人 は 単 身 者 で あ り 、身 柄 を 拘 束 さ れ て い た β か 月 余 の 期 間 に お い て も 、

家 賃 及 び 公 共 料 金 の 基 本 料 は 当 然t こ 癪 生 し て い た ．＼し た が っ て 、､j当 該 期 向 の

二 家 賃 を 支 払 わ な け れ ば 、臟 貸 人 か ら 建 物 明 渡 し 請 求 を 受 け る こ と は 必 然 でﾚ あ

る ． 現 に 、 請 求 人 は √賃 貸 人 よ り 賃 料 の 未 払 い を 理 由 と し て 建 物 明 渡 等 を 求

め る 訴 訟 を 提 起 さ れ た ． 社 会 実 態 と し て も 通 知 め 上 で も 、本 件 で は 住 宅 扶 助

等 が 支 給 さ れ る べ き 事 案 で あ る ．本 件 で こ れ を 否 定 す る の は 、饋 求 人 の 生 活

尚 状 況 を 十 分 に 斟 酌 し な い で 処 分 を 行 う と い う こ と で あﾌつ て 必 要 即 応 の 原 則

し
に 違 反 す る ． 串 た( 最 低 生 活 の 維 持 に 不 要 な 支 掵 脊 行 わ な い よ･ う に す る た め･

:に は 、生 活 扶 助 の 一 部 を 減 縮 す れ ば 足 り る の で あ る か ら 、行 政 比 例 の 原 則 にJ

も 違 反 す る ．ま た 入 院 の ケ ー ス と 合 理 的 根 拠 が な い 差 異 を 設 け る こ と は 平 等

ヽ 原 則 違 反( 憲 法 第14 条) くと い う べ き で あ る ．卜　/　　　
‥ ‥

‥
‥
‥ ‥‥ ‥

(6) 問 答 集 に お い て √ 法 第63 ﾌ条゙ は｢ 本 来 、 資 力 は あ る が 、 こ れ が 直 ち に 最 低/

■　　　　　　　　S ゛　 ― ●丶．．　　　　　　 ．　　 ． ●●　　　　　　　　' ．．、　　　　・　．･　　．．、
二 生 活 の た め に 活 用 で き な い 事 情 に あ る 場 合 に と り あ え ず 保 護 を 行 い 、資 力 が

づ
換 金 さ れ る な ど 最 低 生 活 に 充 当ﾔ き る よ･さ) に な らﾚた 段 階 で 既 に 支 給 じ た 保

厂 護 釡 品 と の 調 整 を 図 ろ う と す る も の で あ 峇 ．従 っ て 原 則 と し で 当 該 資 力 を 限ｊ
Ｉ　　　　　　　　　　　　　 ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　●゚

二 度 と し て 支 給 し た 保 護 金 品 の 全 癲 を 返 還 額 と す べ き で あ る ．｣ と き れ て い 冶

( 問 答 集 の 問13 ―5 の(1)) ． と こ ろ が √ 本 件 で は 、 請 求 人 に 何 ら か の 資 力 が

＞ あ る わ け で= は な い ． 請 求 人 は 、･重 度 の 糖 尿 病 を 患 っ て お 肌 住 居 を 失 う こ と

は 直 ち に 生 命 の 危 険 を 意 味 す る ． こ う し た 状 況 下 、 請 求 人 は 、 平 成22 年 ６

月tO 日 に 、 受 給 し た 保 護 費 か ら 、 滞 納 し て い た ３ 月 分 、 ４ 月 分 、 ５ 月 分 の

家 賃 を 支 払 い 、当 面 、建 物 明 渡 請 求 が さ れ る こ と め な い よ う 住 居 を 確 保 し た ．

し た が っ て 、 ６ 月 い28 日 現 在 、 ３ 月 分 、 ４ 月 分 、 ５ 月 分 と し で 支 給 さ れ た 住

宅 扶 助 は 、既 に 住 宅 扶 助 の 目 的 ど お り 家 賃 と し て 支 出 し た 後 で あ り 、請 求 人
､●　　　　　j

に そ の 分 の 資 力 は 存 在 し な か っ た ．　　　 ∧

よ う て 、 本 件 返 還 処 分 は 、 請 求 人 に 当 該 資 力 が な い に も か か わ らず 、 こ

６

ｔ
・
Ｉ
Ｉ
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１

れ を あ 七 ）た と 誤 認 し て な さ れ た も の で あ り 、 違 法 で あ る ．　　　　　　 ’ 二

＼ ま た 、 本 件 返 還 処 分 は 、 法 第63 条 の 「 保 護 の 実 施 機 関 の 定 め る 額 」 の 定

１　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　 ・　　　 嵋
め 方 と し て 過 大 で あ り 違 法 ・ 不 当 と い わ な け れ ば な ら な い ． 問 答 集 の 問 づ13-

5 の （2 ）に お い て も 、「 次 の 範 囲 に お い て そ れ ぞ れ の 額 を 本 来 の 要 返 還 額 か ら

控 除 し て 返 還 額 を 決 定 ず る 」 も の と し 、 「 当 該 世 帯 の 自 立 更 生 の た め の や む

を 得 な い 用 途 に 充 て ら れ た も の で あ っ て 地 域 住 民 と の 均 衡 を 考 慮 し 、社 会 通

念 上 容 認 さ れ る 程 度 と し て 実 施 機 関 が 定 め た 額 」は 控 除 さ れ る べ き も の と な

･ I‘ つ て い る ． ご　 十　　　　　　　　　 ＼　　　　　　 ・　　　　　　　　　 ＼
●　　 ●　　　　　　　　 ・　　･･　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　 ．　 ｌ･

卜
家 賃 の 滞 納 の 解 消 は 、 「 当 該 世 帯 の 自 立 更 生 の た め の や む を 得 な い 用 途 」

．　　 Ｊ　　　　　　
●　　　　　　　－　　　　　　　　 ■・　　　　　　　　　　　　 ｌ　　　ｉＩ ●　　　・　　　　　　・　　　 ■　　　　　　　　　　 ■　　　・・　．　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　 ４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

で あ る と い え る の で あ る ．ごま た 、 請 求 人 の 場 合 に は 、 滞 納 期 間 も さ ほ ど で は

㎜　　　　 ｜　　　 －　　　　　　　　　　　　　 ’　　　 ●な く 、 家 賃 も 保 護 基 準 を 大 き･ く 逸 脱 し て い る と ま で は 言 え な い も の で あ り 、

ﾚr 地 域 住 民 と の 均 衡 を 考 慮 し √ 社 会 通 念 上 容 認 さ れ る 程 度J
ﾌﾟ
の: り の･TC あ る ．

（7 ） 二 法 第31 条 は Ｔ こ めI 法 律 に よ り. 保 障 さ れ る 最 低 限 度 の 生 活 は √ 健 康 で 文ｲ 匕

的 な 生 活 水 準 を 維 持 す る こ と が で き る も の で な け れ ば な ら な い 」 と し て 、

＼ 憲 法 第25 条 の 趣 旨 を 実 現 す る こ と を 明/ ら か に し て い る ． 「 健 康 で 文 化 的 な

最 低 限 度 め 生 活 」匸 を 支 え る だ め に は 、 生 活 の 基 盤 と な る 住 居 め 確 保 が 必 要 ＼

＜ 不 可 欠 で あ: る ．　 一　 … ……　 ‥　 シ　　I●
’　･ 僵IIl　　　

． 、FI　　　’　　・　・

”　　　　　　 ・　.　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　・卜 」996 年 に イ ス タ ン ブ ーニル で 開 催 さ れ た 国 連 人 間 居 住 会 議 に お け る ＼「 わ れ

わ れ は 国 際 文 書(1947 年 、 国 連 総 会 で 採 択 さ れ た 世 界 人 権 宣 言 ） に お い て
・　　　 ●¶、　．　 ・ ．　　　　　　Ｉ Ｉ　　ＩＩ･　　．　 ．　 ．　　　　 ．　　　　　

●Ｉ　　　　 ●　
．・　　．　　．･

定 め ら れ た 適 切 な 住 居 に つ い て の 権 利 を 十 分 か つ 着 実 に 実 現 す る 」∇ と い う づ

Ｆ　　　　．　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　Ｉ　ｒ　　　　　　　 ■　　･|　　ｌ，　　　　　■宣 言 匸（ イ ス タ ン ブ ー ル 宣 言 ）ヶ に 日 本 は 署 名 を し で い ’る レ イ ス タ ン ブ ー=･ル 宣

■　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　 ． ．　　　　　･ ●　　　　　　　　 ■　Ｉ　　　 Ｉ言 は 、
犬
第 ７ 条 で ≒「 わ れ わ れ は 貧 困 ど 差 別 を 除 去 し √ す べ て の 人 の た め の 人

・　　　●　　　　･゜　　　-･ ．　　　　･!　 ．　　’ 一　一．　・　　　 ．･ 、　　　　　　 －　　　　　　　 Ｉ　　　　・
権 と 基 本 的 自 由 を 擁 護/･ 促 進 し √ 教 育･ ＼食 物 ・ 生 涯 保 健 サ ー ビ ス ご と り わ

、
け す べ て の 人 の た め の 適 切 な 住 宅 の よ う μ 基 本 的 な 必 要 を 供 給 す る と と に 、’

‥ い っ そ う 努 め な け れ ば な ら な い 」ごと し 、 第 ８ 条 で 「 わ れ わ れ は す ぺ 七 の 人

と 家 族 に 不 動 産 保 有 の 法 的 保 障 ・ 差 別 か ら の 保 護 ・ 低 廉 で 適 切 な 住 宅 へ の

平 等 な 機 会 を 確 か に す 乱 あ ら ゆ る 段 階 で 公 共 ・ 民 間 、非 政 府 機 匱 の 共 同ﾚ

に よ る 積 極 的 参 加 を 探 求 し な け れ ば な､ ら な い 」 と 定 め 、､ 加 盟 国 が ヶ「 適 切 な 」

住 宅 の 確 保 に 努 め る べ き こ と を 宣 言 し て い る ． 十 ‥　　 イ

イ ス タ ン ブ ー ル 宣 言 に い う 適 切 な 住 居 と い う た め に は 、 た だ 雨 露 を し こめ ご

ぐ だ け の 物 理 的 な 空 間 を 確 保 す る だ け で は 足 り な 収 憲 法 に 保 障 さ れ る 基

本 的 人 権 の 側 面 か ら 考 えy る と 、､ 健 康 で= （ 特 に ） 文 化 的 な 生 活 を 送 る と い う

二　 視 点 か ら は 、 住 居 そ の も の の 要 件 の み な ら ず 、 そ の 人 が 形 成 さ れ た 地 域 コ

ミ ュ ニ テ イ の 一 員 と し て 活 動 す る 社 会 性 を 妨 げ て は な ら な い と い う 要 件 が

求 め ら れ る は ず で あ る ．　
つ・　　　　　　　 ■　　　　　　　 ｊ　　　　　 －　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　１

請 求 人 が 、 本 件 停 止 処 分 及 び 本 件 返 還 処 分 に 従 い √ ３ 月 √ ４ 羝
．
５ 月 分 二

７

yO
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ご
回T:
⊃

⊃

の 住 宅 扶 助 費 を も 返 還 す る だ め に は｡ 当1 月 分 の 賃 料 の 支 払 い を し な い こ と

が 必 要 で あ り
、 仮

匕 〉 そ の と お り に し て い た と す れ ば 、 賃 料 の 未 払 い を 理

由 と し て 建 物 明 渡 等 を 求 め て 提 起 さ れ た 訴 訟 の 結 果 、 請 求 人 は 、 必 然 的 に

十 現 在 の 住 居 を 明 け 渡 さ ざ る を 得 な か っ た 。･ そ れ は 直 ち に 住 居 を 失 う こ･ と を

意 味 し て い た 。 本 件 に お い て は 、 請 求 人 が 住 居 を 失 っ た 場 合 の 指 導･･ 助 言

等 は 、 処 分 庁 か ら 一 切 為 さj れ て い な い6 そﾚ う す る と 、 本 件 停 止 処 分 及 び 本/

件 返 還 処 分 は 、亅 青 求 人 を 野 宿 者 に 追 い や る と い う 結 果 を 招 来 す る も の に 過
、ｌ　　　 ・　　　　　　　　 Ｉ Ｉ　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・
ぎ ず

、 自 立 支 援 を 旨 と す る 生 活 保 護 制 度 の 趣､ 旨 に 逆 行 す る も め と 言 わ ざ る

を 得 な い 。　 、 ‥ ‥‥ ‥ ‥‥　
‥ ‥ ‥ ’　 ヶ　　　　　　 … …　 し｡

（8 匚 請 求 人 は √ 本 件 以 前 に 刑 事 事 件 を 起 し た が 、J そ の よ う な 請 求 人 が 再 び 罪

を 犯 し た り す る ご と な く､ 社 会 生 活 を 営 む た め に は 、 住 居 の 確 保 が 、＼ 必 要 不

づ
可 欠 な も の で あ る

。 〉 。 ‥　　　　 ‥ ‥‥ ‥　　　
‥
‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥‘　 … … … ……

㎜　　　　　 ¶　　　　・　　　　I　　　　　　　　 ●　　　　　　 ●､　　　　　　　　 ¶　　　・
△ 入 所 受 刑 者 （ 平 成16 年 ～20 年 め 累 計 ） の う ち 、 再 入 者 に つ い て 、＼前 回 出 白

Ｉ　　 ■･　　　　　　　 、　　 。　　　　　　　　　　 ・ ｌ　　　　　　　 ’Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　 ■　¶
所 し た 際 の 啼 住 先 別 に 再 犯 期 間 別 構 成 比 を 見 る と √ 帰 住 先 が 「 ぞ の 他 」/ の

■　　・　　　　　 。・　　 －　　　　　　　　　　　　　 １　　　　’　･ 旬 ａ　¶･

づ 場 合 、 ｊ 月 未 満 と い う 極 め て 早 期 に 再 入 所 し た も の が24.  1% √6 月 丿未 満 で

し は38.  5% 、 〉1 年 未 満 が ぺ56.  6% と 、ぺ
安 定 し た 帰 住 先 を 有 す る 場 合 に 較 べ て 、’

短 期 間 に 再 犯 に 至 る 割 合 が 顕 著 に 高 ぐ な っ て い る 。 こ れ を､ 見 れ ば 、･ 安 定 レ

た 帰 住 先 が な い こ と は 、二 早 期 に 再 犯 に 至 る ご
リ ス ク を 顕 著 に 高 め る 大 き な 要

、　　　・　　　-･ 。　　　　・　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・
因 で あ る こ と は 明I ら か で あ る 。　 。。･･・

・　　 。
・　

。･　･･　 レ　　
＼　 ダ

ニ 窃 盗 事 犯 に つ い
で 、 居

住 状 況 別 に 再 犯 状 況 を 見2 る と 、 窃 盗 の 再 犯 率 は 、「 単

身/ （ 住 居 不 定 ・ ホ フ ム レ ス ）」√ 「 単 身 （ 定 住 ）レ 「 友 人 知 人･ そ の 他 と 同 居 」、

「 家 族 ・ 交 際 相 手･ 宍親 族 と 同 居 」 の 順 で あ り 、 窃 盗 以 外 の 罪 名 の 犯 罪 に よ

る 再 犯 も 含 め た 再 犯 率 で も 、 「 単 身 （ 住 居 不 定･･ ホ ー ム レ ス ）=」 が 最 も 再 犯

‥
率 が 高 く ＼、 居 住 状 況 が 不 安 定 な 者 、 端 的 に 言 え ば 住 居 不 定 ・ か ー ム レ ス ぽ

jど
、 再 犯 率 、 特 に 窃 盗 の 再 犯 率 が 高 い 傾 向 が う か が わ れ る 。…

… … …… ……

ｊ　　 住 居 不 定 や ホ ー ム レ ス が 、 再 犯 率 を 高 め る 要 因 と な っ て い る ご と は 明 ら

か で あ る
ご 逆 に 言 え ば 、 再 犯 の 防 止 に と っ て 、 安 定 し た 住 居 の 確 保 が 不 可 ’･

欠 で あ る と い え る 。 罪 を 犯 し た 者 の 立 場 か ら し て も 、 再 犯 に 至 る こ と な ぐ

更 生 の 道 を 歩 む だ め に は 、 安 定 し た 住 居 の 確 保 が 重 要 で あ り Ｙ そ れ に 関 す

る 助 言
、 指 導 に 対 す る 比 プ ズ は 高 い 。卜 そ う で あ る の に 、 本 件 停 止 処 分 及 び

十 本 件 返 還 処 分 は 、 結 果 的 に 、 請 求 人 か ら 住 居 を 奪 う こ と に な る も の で あ り 、 ’
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　冫　　　　 Ｉ　　　　 Ｉ　　　　　　　　 ■

＼ 再 犯 の リ ス ク を 高 め 名 不 当 な 処 分 と 言 わ ざ る を 得 な い い 法 第 １ 条 の 「 自 立

助 長 」 と い う 観 点 で 見 た 場 合 、y 犯 罪 を 犯 す こ と な く 善 良 な 市 民 と し て 生 活

を 営 む こ と は､ 最 低 限 度 の 、 そ し て 絶 対 的 な 条 件 と い わ な け れ ば な ら な い 。

つ　
本 件 処 分 は 請 求 人 の 自 立 の 芽 を 摘 む も の と 言 う ほ か な い 。

（9 ） 法 が
、 生 存 権 を 保 障 し た 憲 法 第25, 条 の 理 念 に 基 づ き 、 国 民 の 「 最 低 限 度
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の 生 活 を 保 障 す る 」 こ と を 目 的 と し た も の で あ る か ら 、 法 に 基 づ く 給 付 の

請 求 権 や 、 当 該 給 付 の 保 持 権 限 は 国 民 の 「 最 低 限 度 の 生 活 」 の 維 持 に 関 わ

Ｉ　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　 ●
ご　

る も の
ヽ
言 い 換 え る と 人 の 慟 死 に 関 わ る も め で あ る か ら 、 「 処 分 の 性 質 」 は

極 め てI 重 大 で あ り 、 処 分 の 合 理 性 確 保 ！ 恣 意 の 抑 制 、 不 服 中 立 の 便 宜 は い

ず れ も 最 大 限 度 に 確 保 さ れ る 必 要 が あ る の で あ っ て 、 法 の 要 求 す る 処 分 理

由 の 記 載 は 可 能 な 限 り 明 確 か う 具 体 的 な も の で な け れ ば な ら な い ． そ う だ

／と す る と 、 単 に 条 文 を 記 載 す 名 と か 、 条 文 を 敷 衍 す る 程 度 懲 は 理 由 付 記 と

し て は 不 十 分 で あ る こ と は 明 ら か で あ る ．　　　　　　　 ∧　 ＼

△ 本 件 停 止 処 分 に 関 す る 理 由 は 、「 主 の 逮 捕 拘 留 に よ る 」 の ー 言 だ け で あ る ．

レ ∧し か し 、‘ 請 求 人 の 主 張 か ら 明 ら が な よ う に 、 生 活 扶 助 費 の あ る 部 分 に つ い
●　　・　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　 、　　　ｌ　　　 ■　　・

尚 て 逮 捕 拘 留 の 故 に 停 止 さ れ る と い う こ と な ら ま だ 話 は わ か る が 、イ な ぜ 全 部

●　　　　■ ●　．　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　 ・　』　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■∧､ 停 止 と な る の か 」` ､と い う こ と は 「 逮 捕 拘 留 に よ る 」 の 一 語 で は 到 底 説 明 が

厂 つ か な い 事 柄 で あ り 、 理 由 付 記 と し て 不 十 分 で あ る ．
‥　　 ‥　　 ‥ ‥ ‥

‥

／　 ま た √ 本 件 返 還 処 分 に つ い て は 、 法 第 矼 条 の 条 文 が 引 卅 さ れ て い る だ け

… … 七 あ り 、 理 由 付 記 自 体 が な い と い わ ざ る を 芻 な い ．
ご　 ‥

‥‥‥ ‥　　 ‥ ‥
＝

バ10 ）」 青求 人 は 、 身 柄 を 拘 束 さ れ た 平 成22 ﾀ年゙ ２ 月25 日 の 翌 白 か ら･ √ 釈 放 さ れ

…… た 同 年6 月 ８ 日 ま で の 閧 に 係 る 支 給 済 み の 生 活 扶 助 額j か ら･ ３ 月 分 、 ４ 月 分

ｉ　　　　　●　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　 Ｉ　　　・　　　　　　 ・　　
．

及 び ５ 月 分 め 公 共 料 金 控 除 し た 額 を 返 還 す る､ こ と: に つ い て は 、 特 に 問 題 と

∧. し な い ． し た が 雀 てi 結 巣 ごと し で 、釡 活 扶 助 と し て 支 給 さ れ た13ﾉ 月 分
－

〉　 円 √4 一月 分･ ㎜ 卜円 、ヅ5 月 分 冊 円 、ノ の 合 か 金 － 阿 か ら
－1･

■　　　.I|　.､ ■　I　　　　　.　　　　　　 ●.
・　　､ I　I　　　　　　 ■　　 ■　I●＼ 内 を 控 除 し た ㎜= 円 を 返 還 す べ き で あ る こ と は 争 わ な い･ ． 戻 入 済 心 の

「　　 ．　　　　　　 Ｉ　　・　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　 ÷ ¶　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
・　 ６

１月
一
分 ㎜ﾚ

円･ も 問 題 と し な い ．. …
……j　　 ‥

‥　
‥‥

‥
‥ ‥　

‥‥‥　 ‥‥ ‥ ‥　 ‥

㎜　　　■　　　　 ■■　・　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　 φ　　 ■　　　　 ■　■
＼し か し な が ら √ 処 分 庁 が 、 嫋 旦 、 住 宅 扶 助 と･ し て 支 給 し た 金 員 を 請 求 人

∧ が 家 賃･ と し て 弁 済 し た 後 に4 当 該 支 給 決 定 を 停 止 し て 返 還 す る よ う 求 め る

’ ペ厂　’ｱ’　 ‘　’．‘　　　　　　　 Ｉ ．　　　 ”　 ’･．　 ‘　･･ ．　・　　ＩＩ　　・　　･．　　 ． ’．　 ’ ・ ’
ニ レ こ と 及 び ＝ 一旦 √ 住 宅 扶 助 と し て 支 給 し た 金 員 を 請 求 人 が 家 賃 ‘と し て 弁 済 し

た 後 に そ の 金 員 が 未 だ 存 在 す る か の よ う に 収 入 認 定 し て こ の 返 還 を 求 め る

犬　 こ と は 、
い
違 法 で あ っ て 到 底 応 じ る こ と は で き な い ． ’　　 う　　 卜

･　¶●　　・　　 ●I　　　　 暑 －　　Ｉ　　　 ・以 上 の と お り
ヽ
本 件 停. 止 処 分 及 び 本 件 返 還 処 分 は

、 理 由 付 記 に 関 す る 違

二 法 、 法 第26 条 及 び 法 第63 条 に 関 す る 違 法 い 生 活 の 本 拠 と し て の 住 痞 の 重

要 性 及 び 住 居 の 維 持 の 重 要 性 か ら 判 断 す る 不 当 、 再 犯 防 止 の 側 面 か ら 見 た

不 当 が あ り 、 審 査 庁 は 、 当 該 処 分 を 取! り 消 す べ き で あ るj ＼　 ダ ‥

３　処分庁の主張　　　　卜 厂　　　　　　　 △　　 ▽　　　　 ご　　………
処分庁は、以下の大要心とおり主張し、本件審査請求の棄却を求めていま

す。
(1匚 本件返還処分は問答集の問７鱆5 により、被保護者が被疑者等として警察

９



べ
にj⊃

⊃

‘ 署 に 留 置 、 拘 束 さ れ た 場 合 は 刑 事 行 政 の 一 環 と し て 措 置 さ れ る べ き も の で

あ り 最 低 生 活 費 の 計 上 は 必 要 な い と の 解 釈 か ら 行 う た も. の で あt! ）．

卜　 東 京 都 の 運 用 基 準 で は 、 逮 捕.･ 勾 留 さ れ た 被 保 護 者 が 単 身 者 の 場 合 、 住

ｔ　　　 Ｉ　　　　　　　　　 ¶　　　　　　　 ’｜　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　 ●
十 宅 費 に つ い て は 、

釈 放 後 に
、ﾉ 特 別 な 配 慮 は 必 要 で あ る と の 記 述 が あ る が 、

卜
こ れ は 公 訴 の 提 起 が な く 釈 放. さ れ た 場 合 の 基 準 で あ り √ 留 置 の 日 の 属 す る 卜

△　 月 分 及 び 釈 放 の 日 の 属 す る 月 分 に つ い て の 取 扱 い で あ る ． ‥‥ ‥ ‥　　 ‥
‥‥

‥

（2 ） 本 件 停 止 処 分 と 保 護 再 開 決 定 処 分 を 同 時 期 辷 行 っ て い る こ と に つ い て は 、

・　　 －　　Φ　　　　　　　　　　 Ｉ　 Ｉ　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　･ ¶　．　　　　　　 ●法 第
っ61

条 に よ る 届 出 が √ ６ 月 ９ 日 、 請 求 人 が 来 庁 し た 際 に な さ れ 、 逮 捕 勾

十 留 及 び 釈 放 め 事 実 を 確 認 し た ご と で 行 っ た 処 分 で あ 肌 決 定 が ６ 月/9 日 以 降

に な る の は 止 む を 得 ず 、 生 活 保 護 費 膏 計 よ し な い 期 間 に お け る 「主 の 逮 捕 拘

∧ 留 」 を 理 由 に し た 本 件 停 止 処 分 も 妥 当 な も の で あ る ． …… …… … … … … … ゜

ｌ，　　　 Ｉ　　 ●･　・　　　　　 ．Ｉ　　・　　　　　　　　 ．　　　　　　･Ｉ　・　　　． ●　　　Ｉ　　 ●Ｉ　ｌ　、･　Ｉ　・
… … １１青 求 人 は √ 請 求 人 が 家 賃 を 支 払 っ だ 後 に 当 該 決 定 を 停 止 す る こ と は 明 ら か

く
に 信 義 則 に 反 す る 旨 主 張 す る 力恥 家 賃 は ６ 月 △10 二日 に 支 払: つ だ と の 記 載 が あ

．　 １　　　 １　　　　・　　　　　　　　　　　　 ’¶　　 ■　　　　　・

卜 る ご と か ら 、 ６ 月28: 日4 こ 支 払 っ た 保 護 費 を 家 賃 に 充 て る こ と は 困 難 で あ り 、
■　　・　　　　　　　　 Ｉ　　●　　　　　　　　 ・　Ｉ　・　　　　　　　　　　　　　 、　’　　-･　　　 ●１　１　　　 ．　　　　　　　　ｌ　　　　　 ・　Ｓ　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　 ●　　●

犬 仮 に 請 求 人 が:3 月 分 生 活 保 護 費 か ら 当 該 家 賃 を 支 払 っ て い た め だ と し て も 、ｊ

ご6 月 厂9 日 の 来 庁 時 に ３ 月 分 生 活 保 護 費 の 費 用 返 還 に つ い て 説 明 し て い る こ

と か ら 、 一 概 に 信 義 則 に 反 す る! と は 言 え な い ．　　　　 づ　･/　 ‥ ‥ ‥‥ ‥
■　　　　　　 ■　　・　　　　　　　I･　　　1・

犬 な お 、 本 件 返 還 処 分 に つ い て は 、∧逮 捕 勾 留 に よ り4 本 来 な ら ば 鷽 け る こ. と

が 出 来 な か っ た 生 活 保 護 費 を 得 た た め 返 還 を 求 め た も の で あ り √ こ れ に つ い 、

ご て 返 還 を 免 除 す る こ と は 、 実 質 的 に 逮 捕 勾 留 中 も 生 活 保 護 費 を 支 給 す る と と 二

と な る の 吻 妥 当 で は な い ． ま た 、逮 捕 勾 留 畆 直 ち に 保 護 停 止 処 分 が 行 わ れ ．

・　　　　　　　　 ●　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　 ’●　　　　 ●　　Ｉ　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　 Ｉ
二
生 活 保 護 費 が 支 給 さ れ な か っ た 者 と の 公 平 性 も 欠 く こ と と な る ． 、

‥
‥ ‥‥

４　 判 断　　　　
づ　

ノ　　　 ＼　　･･.･･ ・.･　　　　..　　･･ 匸

（1 ） ま ず 、
卜
被 保 護 者 が 関 係 法 令 に 基 づ く 身 体 拘 束 を 受 け て い る 場 合 の 最 低 生

、．　　　　Ｉ　　　・　　　・　　　　 ・　　　　　．　　　`　　　　　　　　Ｆ●　　．　　　　　　　　　　　．
… …活 費 の 計 上 の 要 否 に つ い 七 検 討 し ま す ．　 ヤ　 ＼①　　 ‥‥‥ ‥､‥‥ ‥ ‥ ‥ ’

ア　 保 護 の 基 準 及 び 程 度 に プ い て は ． 法 第 ８ 条 第 １ 項 に よ り 「保 護 ぱ 、.厚 生

労 働 大 臣 の 定 め る 基 準 に よ り 測 定 し た 要 保 護 者 の 需 要 を 基 と し 、そ めう ち 、

づ　 そ の 者 の 金 銭 又 は 物 品 で 満 た す ご と の で き な い 不 足 分 を 補. う 程 度 に 行 う

ノ　 も め と す る 」乙、ﾌ同 条 第 ２ 項 に よ り 「翁 項 の 基 準 は 、 要 保 迪 者 の 年 齢 別 、」性

別 、卜世 帯 構 成 別 、所 在 地 域 別 そ の 他 保 護 の 種 類 に 応 じ て 必 要 な 事 情 を 考 慮

し た 最 低 限 度 の 生 活 の 需 要 を 満 た す に 十 分 な も の で あ っ て 、且 つ 、 ご れ を
、　　　．　●　　●　　　　　　　Ｉ．　 ■　　　■　　　　　　　　　　　　 ■こ え な い も め で な け れ ば な ら な い 」 と さ れ て い ま す ．　 ニ フ　　　 ト　 十

卜　 二 ま た √「生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 実 施 要 領 に つ い て 」［昭 和36 年 ４ 月 ］.」

≒　 日 厚 生 省 発 社 第123 号 厚 生 事 務 次 官 通 知 ） 第 ７ の １ で は 、「経 常 的 最 低

●･■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
㎜

生 活 費 は 、要 保 護 者 の 衣 食 等 月 々ﾌの 経 常 的 な 最 低 生 活 需 要 の す べ て を 満 た
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すための費用として認定するもの」と布れており、最低生活費は、生括扶助、住宅扶糺･教育扶助、介護扶助、医療扶助、出産扶助、生業扶助及び
･葬祭扶助の８種類の扶助によって構成されています。　　　レ●　　　　　　　　　Ｉ　　　｜　・　　　　　　　　・　　　　　　¶
イ　一方、法第ﾆ26条は√「保護の実施機関は、被保護者が保護を必要としづなくなつたときは､･,すみ今かに√保護の停止又は廃止を決定し

、書面を
＼もづて匸これを被保護者に通知-しなければならない」とし√また、問答
ニ　集の問7-15「警察官署に留置された場合」において､

．「被保護者が被疑.
■■　　　　　　●　　　　　　　・　　　　　　　　●　　　　　　　・　　● ’●dl者等として警察奢に留置､ぃ拘束された場合ぱ刑事行政の一環として措腋くＩ　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　■

．ｄ　　　　　　●　　　●　　　　　・　　　丶
犬　されるべきものであることがら最低生活費の計上は必要ない」･とされて∧■　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　■　　　　　　¶･　

．　　
｜ノ　います。　　　　　△　･･･．･･　　　･．　･．．･　　　　　．･･．・．㎜　　●　　　　　・　　　　　　　　　　　●　　　　　　・・　　　一　　　　　　　甸I`ウ　以上を踏まえると、保護の基準は､被保護者の-1般社会における日常生

＼活今保笋するIご≒帝牢めている抔）でありヽ関係法今に棊づぐ身体拘車者に十対し七社会保障どし七の生紐保纎を実施するととを挙定.して肩ないもの／と考えられます。また、関係法令に基づく身体拘束者に対しては、当該法
令等によりその目的に応じた生活保障がなされることになつていること犬
から
、披保護者が勾留等をされた場合には、法第26条第１項の「被保護
I●　・　　　　II　　　　　　.I　I･　　・ j　.･■　I　=･・犬　者が保護を必要としなくなつたときに」に含まれ､最低生活費を計上する

必要はだいものと考えられます。 ’‥ ‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥　‥‥ニ
十　また､最低生活費は/8種類の扶助で構成されていますが､保護を必要iと十Ｉ　　・　　．　　　　　　　　　

．ｆ　　　　　・　¶　　　．　　ａＩ■■
づ　しなくな七）たとぎ叫瀚低生活費を計土する必葺がなくな脊のTC､最低生Ｉ　　　　■■　　　・　　　･¶　　　　　●　　　・　　　　　●　　　　　　・’　 -●
二活費を櫛成すや生活扶卯忰Ｔ部Tである光熱費や住宅扶助についても,計上‘シ＼する必要はないものと考えられます,‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥万（2）次に√本件返翠処分について検討しますｙ十　　∧　　　

………ぃ‥‥‥
■　　　　　･¶　　●甼　　　　　Ｉ

．　　　■　ｉ．･　　　Ｉ　　’　　　　　　・　Ｉ　　　・　　●　･１ｉ ●アづ法第63条は√「被保護者が､＼急迫の場合等において資力があるにもかか匸●　　　　　Ｉ　　　Ｉ　
．　　　　　’　　｀ ．―　ｌ　　　．．．　―　　　　―．　―

犬つわ.らず√保鏝を受けたときは√保護lと要する費均を支弁した都道府県又土……,ｻlま市町村ﾋ対゚して、すみ李Iかに√早

11
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び （7 ） の こ球 こ よ る. べ き 場 合 を 除 き 、 当 該 事 由 に 基 づ き 扶 助 費 支 給 額 の 変 更
・　　　　　　　　　　　　a ● ､¶　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　 ¶

決 定 を 行 え ば 生 ず る こ と と な る 返 納 額 （ 確 認 月 及 び そ の 前 月 ま で の 分 に

レ 限 る よ を 次 回 支 給 月 以 後 の 収 入 充 当 額 と し て 計 上 し て 差 し 支 え な い こ

と 」 と さ れ て い ま す ．　　　 ’十　　　　　　　　 Ｉ　 ヶ　　　　 二　　 ‥卜

さ ら に √ 問 答 集 の 問 １Ｆ ２ 「 扶 助 費 の 遡 及 支 給 の 限 度 及 び 戻 入 、 返 還 の

例 」 に お い て √「 ３　 収 入 の 増 減 が 明ﾚ ら か と な っ た 場 合 の 取 扱 い 」ﾉの 中 で 、

「 既 に 支 給 し た 保 護 費 の 一一部 （ 場 合 に よ っ て は 全 部 ） を 返 還 さ せ る べ き ・

場 合 は
、 局 第10 の ２ の （8 ）に よ り 、 そ の 返 還 を 要 す る 額 を 次 回 支 給 月 以

後 の 収 入 充 当 額 と し て 計 上 す る こ と に よ っ て 調 整 す る こ と が で き る ． こ

●　　　　　　　　
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 Ｉ　　　　　・　　　■　　　　　■

の 取 扱 い は 卜 遡 及 瓷 更 か ａ か 月 ま で で き る の で 、 こI φ 戻 入 分 膏 翌 月 め 收

入 に 繰 入 れ る こ と が で き る こ･ と と し た も の で あ る 」ごと さ れ て お り 、 続 く

．　　　　　･、　　　　　　　　 ．　　　・　丶| ●　　　・　丶　　　　　 丿
留 意 す る 必 要 が あ る 点 の 中 に 「 ア し こ の 取 扱 い が 認 め ら れ る の は 、･･確 認

并 及 び ぞ の 前 月 ま で の 分 と し て 返 納 す べ き 額 に 陂 る こ と ． し た が っ 七
、〇

．　　　　　　　　　　　　 ●　　　 ．　　　　　　･
●･　－ Ｉ･　●．　　　　　　　　　　 Ｉ　　　 ■･･　Ｉ　　Ｉ　　 ．　　．　Ｉ丶　　　　　　　　　　　　 ’ ●　　　　　　　　　　　 Ｉ

そ れ 以 前 の 返 納 額 は 、 法 第63 条 に よ り 処 理 す べ き で あ る 」 と さ れ て い ま

卜･　　　　　　　　･ 〉
＼
．　　　’･･　

．二　　　　 し　　　 厂　　　　　 ＼. コ＼　　　　 ’ 十　 ．･　　　
、
：　

．”
す ・ ＼　 …

… …　　
＼　　　 ． ∵ … …　 ／ ‥　 ‥　‥‥　　 ＼．　　 ．ｊ ＼．　　

”　　 ¨　．

㎜　　　■　　 ●　　　　
．．Ｉ　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　 １　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●イ　 こ れ ら を 踏 ま え て 本 件 に つ い て み る とﾐ 請 求 人 が 逮 捕 さ れ た 日 の 翌 日 か

｀ ら 釈 放 さ
れ
たel の 前 日 暈 七 の 間 妣 最 低 生 活 費 省 計 上 ず る ’必 褻 の･ な い 如

●　 ’` 　　Ｉ　　　　
．　　　　・　　’　・　　　　　 Ｉ　 ’　　　･

．　　　　　・　　 ・“●　　 －　　･
．ｉ

間 で あ､ り √ 処 分 庁 が 請 求 人 に 対 し て 交 付 し た 当 該 期 間 に 係 る 保 護 費 に ウ

=･バ･t･ て は √ 処 分 庁 が 誤 っ て 交 付 し た 保 護 費 で あ る と 認 め ら れ 、し
処 分 庁 が 、

づ

法 第63 条 に 基 づ き 費 用 返 還 を 求 め た. こ と: 自 体 に づ い て 、 直 ち ぱ 違 法 又 不

当 で あ る と 判 断 す る ご と は で き ま せ ん ．　　 二　　　　　　　 … …
…

…

ウ　 し か し な が ら √ 法 第637 条 に 基 づ く 返 還 額 に つ い で は 、づ 問 答 集 の 問13-

■　　　　　　　　･| ･　 ●.　　　
・　　　　　丶　　　Ｉ

●　　　　Ｉ　　　　　 ．　・　 ●　　　　　゜　　 ● ●　　　　　 ・　　　　　 ■　　　　　 ■　　■
二 ５ 「 法 第63

」条 に 基 づ く 返 還 額 の 決 定 」 に お い て 、 「 原 則 と し て 当 該 資 力

口 を 限 度 と し て 支 給 し た 保 護 金 品 の 全 額 を 返 還 額 と す べ き で あ る 」 と し な

I.　　　　　　･ ゜・　　　I･|　　　　　.　　　 ・　 ■　　　　　　　　　　　　　　･I
匸 が ら も 氣 「 保 護 金 品 の 全 額 を 返 還 額 と す る こ と が 当 該 世 帯 の 自 立 を 著 し く

阻 害 す る と 認 め ら れ る よ う な 場 合 に つ い て は 、 次 の 範 囲 に お い て そ れ ぞ

加　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、

れ の 額 を 本 来 の 要 返 還 額 か ら 控 除 し て 返 還 額 を 決 定 す る 取 扱 い と し て 差

●　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　 ・　　　 』　　 ・　　Ｉ　　　　　　　　　　 ．　　　　　　 ■
し 支 え な い 」 と さ れ 、 「 次 の 範 囲 」 と し て ア か ら オ の ５ 項 目 が 示 さ れ 、 そ

の 「 工 」 に お い て 、 「 当 該 世 帯 の 自 立 更 生 の た め の や む を 得 な い 用 途 に あ

て ら れ た も め で あ っ て 、 地 域 住 民 と の 均 衡 を 考 慮 し 、 社 会 通 念 上 容 認 さ
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １　　・

れ る 程 度 と し て 実 施 機 関 が 認 め た 額 」 と 万さ れ て お り 、 返 還 額 の 決 定 に つ

い て は
、 実 施 機 関 の 裁 量 に 委 ね ら れ て い ま す ． た だ し 、 法 第63 条 に 基 づ

く 返 還 額 め 決 定 に つ い て の 実 施 機 関 の 裁 量 は 、 全 く の 自 由 裁 量 と い う べ

き で は な く
い 保 護 金 品 の 全 額 を 返 還 額 と す る こ と が 当 該 世 帯 の 自 立 を 著

十 し く 阻 害 す る か ど う か に つ い て 、 実 施 機 関 の 判 断 に 合 理 性 が な く √ そ の

判 断 に つ い て 、 裁 量 権 の 逸 脱 な い し 濫 男 が あ る 場 合 に は 、 違 法 と い う べ
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双
汨
八

廱

謝

蝉

〈

・
　
　
　
　
ＩＩタ

き で あ る と 考 え ら れ ま ず 。卜　･ 、　
卜　　　　　　 ＼　 ≒　 ▽　　 ダ ニ

・　　　　 、　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　’　　　　　　 ●
１ま た レ 問 答 集 の 問1 卜5 「 法 第63 条 に 基 づ く 返 還 額 の 決 定 」尹 （3 ）に お

い て 、 「返 還 額 の 決 定 は 、 担 当 職 員 の 判 断 で 安 易 に 行 う ﾀご と な く 、 法 第

80 条 に よ る 返 還 免 除 の 決 定 の 場 合 と 同 様 に 、 そ の よ う な 決 定 を 適 当 と す

忝事情を具体的かつ明確にした上で実施機関の意思決定を行うこと｣万さ
ダ　 れ て い ま す

．　 ‥‥ ‥、 ．･　　　･ ．･･･ ．　　　･ ．
．･･･

．　
・　･･･

．
・　

．
・　　

．･･
厂

エ　 こ れ ら を 踏 ま え て 本 件 返 還 処 分 に つ い て み る と 、
ま ず

、
処 分 庁 が 支 給 し

＼ た 平 成22 年 ３ 月 分 及 び 同 崋 ４ 月 分 力 保 護 費 の 全 額 に 相 当 す る ㎜ 円

Ｉ　　 Ｉ　　　　　 ・　　　　　　　　　･ ●　　　　　 ｒ　　　　　　　　　 ・　　¶　　・
が

、▽
法 第63j 条 に 基 づ く 本 来 の､ 要 返 還 額 の 全 額 で あ る と 邱 め ら れ ま す

．
レ

‥
‥

‥ 次 に･ 、 処 分 庁 は
、

本 件 返 還 処 分 に お い て 本 来 の 要 返 還 額 の 全 額 の 返 還 ＼

を 求 め て い ま す が 、
処 分 庁 に お い て 、 請 求 人 が 支 払 っ た ＼3 ふ月 分 及 び ４ 月 ’

… ……分. の 家 賃 相 当 額 を 俸 来 の 要 返 還 額 か ら 控 除 す る か 否 か な ど
、
く 本 来 の 要 返

還 額 の 全 額 を 返 還 額 と す る こ と が 請 求 人 の 自 立 を 著 し く 阻 害 す る か 否 か

二　 に づ い で 検 討 が 行 わ れ た こ と を 示 す 証 拠 ぱ あ り ま せ ん ご=　
卜

…
…… …

… …
Ｉ

⊃ オ ノ し た が っ て √ 処 分 庁 が 本 件 返 還 処 分 に お 万い て 疔 つ た 判 断 は､ 瀋 来 の 要 返

・　　 ．　　■．　 、　　　　　　　　　　　 ¶　･ ●　　　　　　 ．　　　　 ・　　　　　　 ●　　　　　　 １ ’ ■･　 ａ■…
… … 還 額 め 全 額 を 返 還 額 と す る･ こ と が 請 求 人 め 自 立 を 奢 し ぐ 阻 害 す る! か 否 が 厂

∧ ＼ に づ い て 十 分 に 検 討 し た 上 で 行 わ れ た 合 理 性 の あ る 判 断 で あ る･ と は 認 め
っ

二　　●　　　　.i　 ●　　　　　　　
・　　 ●　　･ ¶　I　 ・　　　 ・　　　　j　　.I ●　　　　 ’　　 、　　 ・　　　.

･･･　.　・　　　･-･　　　　.･I II　I　　　III･ ●●　’　･.･.-　 ゛　　I ●･　　・ ’･1　　　.　　1 ●I　 ●･･･　.-･　 ●.　　 －
…… ゛ら れ ず 、ﾚ そ の 判 断 に お い て4 裁 量 権 の 逸 脱 な い し 濫 用 が あ る と 認 め ら れ

●･　　　　　| ．ａ　|-　･ Ｉ　･ ―●　　 ． Ｉ　　　　 ．　　　　　　 Ｉ　
●　 丶　　　　　- Ｉ　¶　　･ ．　　　 ．　 Ｉ

…… …る た め ご、ﾀﾞj違 法 な 処 分 で あ る と 判 断 さ れ ま すj ……
…
… …………寸

土=
… … …

…
……
……

…
…
…

匸

＼ｶﾆ ］ﾚな お √ 行 政 手 続 法 卜（ 平 成 Ｓ 年 法 律 第88/ 号 ） 第 ﾀﾞ14 回条 第 １ 項 は
、l

「 行 政 庁

･･･I ●　　　II　　 ●●　●.I僵･　 ・　、-　¶･　　･．　Ｉ　　　　 ■-　　 ■･●･　　　 、　　　ｌ　 ●･`●･　．Ｉ　Ｉ･　　　　　　　　　　 Ｉ
ﾀ…゙ …yl ま

、
’不 利 益 処 分j を す る 場 合 に は

、ツ
そ の 名 あ て 人 に 対 し √ﾚ 同 時 に √ 当 該 不y

㎜　　　　　　･f ■･|　･､l　 ●1　　　　　　.　　　　　　　 ｀　・ ■･　　　　 ■■　¶　　　　　 ■･　　　　　　 ●.･　11　 ・
… …… 禾lj 益 処 分 汐:）黶 由 を 示 さ な け れ ば が ら な い 」∧ と し てT い 皋 す √ と （り 場 合 の 理ル

レ 由 付 記 の 程 度 に つ い て は ’
、

単 に 根 拠 規 定 を･ 示 す の み で は 不 十 分T む あ り
、､

ｊ
，

ｲ …
…
……… ど の･ よ う な 事 実 に 基 づ き √ ど の よ う な 法 的 理 由: （ 処 分 の 要 件 ）‥ に よ づ て ］
､　　 ●･･　　　　　･ ● ●.r■　. －　　　　　I　　　 ●　’.　　I･　　　　I　I　　　I　　　　　.I ■　　　　 ¶､

●　､l ･　¶　J　　 ’:I　　･■r　　.･ ■■　I..　1　､･.･　 ’　I　 ・　　 ●. l,　　 ’､II　　　II　II ●･　I･I¶●　､　　..・　　　　　　　.　　　　 ・　　　　　･.　　　a･　　　　 ¶　　・　　　　　　　I　　　･･　　　　　　 ’. ●
▽ ∧ 当 該 処 分 が 行 わ れ た の か √ 枢 手 方･ にI お い て 十 分 認 識 し 得 名 程 度 に 示 す 必 ご

I　 ■　・　　 ■㎜　　　 ■a　・　　　　　. ’ －　　.　 ・　-･･･　･･　f,l･　 ・　　 ● ●　 ・　　 ・　 ’1 ，　　　　 ’　　 ●
要 が あ る と 考 え ら れ ま す が

、
本 件 返 還 処 分 に 係 る 平 成22 年 ６ 月

し28
日 付 ∧

■■　J ■　　　　　 ■　　 ●　　II　I| ●　　 ・ ’　.　 ’.`　･-　　　.　　　I　　.　　　　　 ●　　・　　　　　 ●　　　　　 ・
…

…1ﾅ
の 丁 費 用 返 還 決 定 通 知 書 」匸 に は √ 納 付 理 由 とJ し て

、
イ 生 活 保 護 法 第 二63 ∇

＼、. 条 に よ る 費 用 返 還j の 記 載 が あ る の みT で あ 夸 √ ど の よ う な 事 実 に 基 づ き
、 …

…
、　　　　　　　　　　　　　　　 Ｊ　　　 ． Ｉ¶　■．　　　　　　 Ｉ　 ．　　 、･　　　 ■　　　　 Ｉ■　・　Ｉ　 ．　　　 ｉｌ　¶　　 ．■　　　 ●　　 、ｌ　・　 ．　 ’‘　　　 Ｉ　･･　　　 ’．　　　　　 ・　　･･　　 、 ●･　　　 ●　　　　　 ．

…
……ど め よ う な 理 由 に よ プ で 本 件 返 還 処 分 が 行 わ れ た め か √ 請 求 人 に お い て

‥
十 分 に 認 識 で き る 程 度 に 理 由 が 示 さ れ て い る と は 認 め ら れ ま せ ん の で

、 六

白　 と の 点 か ら も 本 件 返 還 処 分 に つ い て は
、

手 続 上 め 瑕 疵 が あ/ る と 認 め ら れ ヤ

十 違 法 な 処 分 と し て 取 消 七 を 免 れ な い も の で あ る こ と を 付 記 し ま す
．

㎜　　　　　　　 －　　　　　　　､　　　　　　　　　　　　　　　I ■
（3 匚 次 に

√
本 件 停 止 処 分 に う い て 検 討 し ま す

．
＼　 ‥

‥
‥
‥ヤ ヅ　

‥ ‥
‥､
‥

大 請 求 人 は
、ﾚ

平 成22 年 ２ 月25 日 に 逮 捕 さ れ
、

同 年.6 月 ８ 日 に 釈 放 さ れ

た こ と か ら 、
同 年 ５ 月 中 は

、
上 記 （1 ） に 記 載 し た と お り ミ 最 低 生 拮 費 の 計

＞　 上 は 必 要 な い 期 間 で あ っ た と 認 め ら れ ま す の で
、ﾉ

処 分 庁 が レ 同 年 ５ 月 １

13



⊃

日 に 遡 及 し 七 保 護 の 停 止 処 分 を 行 づ た こ と に つ い て は 、 直 ち に 違 法 又 は

不 当 で あ る と 判 断 す る こ と は で き ま せ ん ．　　　　 ト　　 ダ

し か し な が ら 、 本 件 停 止 処 分 に 係 る 「保 護 決 定 通 知 書 」 に お い て は､ し

、 保 護 の 停 止 処 分 と 同 時 に 、「返 し て も ら う お 金 ／
－ 」√ 畦 の 逮 捕 拘 留 ＝

（2 ノ25 ）ダに よ る ５ 月 分 保 護 費 の 再 評 算 」ごと し て 卜 「生 活 費= サ･b 一 ㎜

＝ ¬
㎜: 円 （戻 入 ）JJr 住 宅 費

ヤ ｏ 一 練･ ＝ － ㎜t9 し（ 戻 入 ）」ﾉと 記 載

し 、ﾉ最 低 生 活 費 の 計 上 額 を ｏ 円 に 変 更 し 、`支 給 済 み の ５ 月 分 の 保 護 費 の 全

額 に 相 当 す る 額 の 返 還 を 求 め る 処 分（以 下 「本 件 ５ 月 分 戻 入 決 定 」と い う ．）

を 行 づ て い ま す の で 、､当 該 処 分 に つ い て 検 証 し ま す ．◇　　　　
‥ ‥　

‥
‥

イ　 ま ず 、 法 第80. 条 は 、「保 護 の 実 施 機 関 は 、 保 護 の 変 更 、 廃 止 又 は 停 止

に 伴 い し 前 渡 し た 保 護 金 品 の 全 部 文 は 一 部 を 返 還 さ せ る‘べ き 場 合 に お い

ｔ ＼こ れ を 消 費 し √ 又 は 喪 失 し た 被 保 護 者 に; や む を 得 な=い 事 由 が あ る

と 齠 め る と き は √こ れ を 返 還 き せ な い こ と が で き る 」 と 熄 定 し て い ま ず6
●　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　 ●一

十 ま た √ 問 答 集 の 問13-17 「 法 第637 条 の 費 用 返 還 と 法 第80 条 の 返 還 免 除

と の 関 係J に お い て バ 保 護 の 廃 止;､ 変 更 等 に 伴 い‘前 渡 し た 保 護 費 を 支 弁 く

よj 者l こ 返 還 す る 義 務 は 民 法 第703: 条 に よ り 生 ず る こ 扣 こな りこ 法 第80 条 ぱ

●　　　　　　　　　　　　●･　　　　　Φ　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　Ｉ……廃 止 、 雀 吏 に 抔 い ’財 物 処 理 上 「戻 入 」 す べ き 返 還 額 の 免 除 を 規 定 し た も

／φ で あ る 」 と し 、 問 答 集 の 第 亅3- ４ レ「戻 入 又 は 返 還 め 適 用 」 に お い て は 、匸
Ｉ　　　　　・　　　●　　　　．　．’ Ｉ　　　．’ ｌ，●　．･ ●　　’　　　 ●Ｉ･’ ･．　　　･、･･　ｉ
” ｌ　　　　　　　　　ｊ　　　　　　Ｉ　　　　Ｉ　　　　　　　

― 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ
… …「（問 ） 扶 助 費 の 返 還 を 要 す る 事 情 が 明 ら か と な つ だ 場 合; 発 見 月 及 び そ

厂 の 前 月 の 分 の 処 理 は 必 ず 戻 入 の 決 定 乂 廠 局 第10 の‘2 の （8 ）に よ ち な け れ こ

十 ば な ち な い か ．=（ 答 ） 発 見 月 及 び そ の 前 月 の 分 力 あ っ で も 法 第63. 条 の 規 匸

齠 こよ 名 返 還 と し て 決 定 し て も 差 し 支 え な い 」 と さ れ て い ま す ．.･…… …

I.　　　　　　■　I「　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　■　
・　　1　　　　　　　　　　　　・

‥ ∇ さ ら‘に √ 間 答 集 の 問 二13-2 め 「 ２ へ扶 助 費 戻 入 の 遡 及 め 限 度 」 の 中 で 、･

▽「遡 及 変 更 に 基 づ 貪 返 還 す べ き 扶 助=費 の 額 で あ っ て も 、ﾉ法 第 町 条 の 規 定 ・

犬 に 基 づ き 返 還 を 免 除 す る こ と が で き る わ け で あ;る ． 既 に 決 定 支 給 し た 扶

助 費 を 返 還 さ せ る 場 合 、鉗 務 処 理 上 は 「戻 入 」卜と い う 手 続 が と ら れ る が 、

■　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　・　　●Ｉ　　　　　　　　．　　　　　　　　　「法 第80 条 は そ の よ う な 戻 入 す べ き 額 の 免 除 を 定 め た も め で あ るJI と さ れ

て い ま す ．　　　 卜卜　　 ‘　 ．･．
・･　　

．
・　 ．・．・　　　･ ．．・．　

．･　　 ．･･

ウ　 以 上 を 踏 ま え て 本 件 Ｓ 月 分 戻 入 決 定 に つ い て み る と 、ま ず 、処 分 庁 は √ 卜

平 成22･ 年 ４ 月 分 以 降 の 保 護 費 に つ い てﾐ 法 第26 条 に 基 づ く 保 護 の 停 止

：　処 分 を 行 な わ ず に そ の 支 給 を 中 止 す る と い う 不 適 切 な 事 務 処 理 を 行 っ て

い る こ と が 認 め ら れ 、 同 年 ５ 月 分 の 保 護 費 に つjい て は 、/同 年 ６ 月24 日 付

… …1ﾅで 支 給 決 定 し た 後 、同 月 眺 日 に 請 求 人 に 対 し 、てlれ を 支 給 し て い ま す √

ご の た め 、 当 該 ５ 月 分 保 護 費 に つ い て は 、 処 分 庁 に お い て 保 護 費 の 中 止

ダ の 措 置 が 行 わ れ て い な け れ ば 、 ５ 月 中 に 支 給 さ れ て い た 保 護 費 で あ っ た･ ．

と 認 め ら れ 、 当 該 保 護 費 が 返 還 対 象 と な っ た 場 合 で あ っ て も 、’法 第･80 条 ・
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に 基 づ き 返 還 の 免 除 を 行 う こ と が で き る も の で あ る と 認 め ら れ ま す 。

二　 ま た 、 処 分 庁 は 、 本 件 ５ 月 分 戻 入 決 定 を 財 務 処 理 上 の 「 戻 入 」 の 手 続

に よ り 行 っ て い ま す が 、 前 記 問 答 集 の 第13-4 の と お り 、､当 該 処 分 を 法 第:

63･ 条 に 基 づ く 返 還 処 分 に よ っ･ で 行 う｡ こ と も 可 能 だ づ た も の で あ り 、 仮 に

同 条 に 基 づ き 処 分 を 行 っ た 場 合 に| は 、そ の 返 還 額 の 決 定 に 際 し て 合 理 性 の
。

づ
あ る 判 断 が 求 め ら れ る の は （2 ）に 記 載 し た と お り で あ り 、 本 件 ５ 月 分 戻 入

厂 決 定 に つ い て も 、 法 第80 条 を 適 用 す べ き 事 情 が あ る か 否 か 等 に つ い て 、

=合 理 性 の あ る 判 断 を す る 必 要 が あj つ た と 認 め ら･ れ ま す 。　　　　 ‥ ‥ ‥‥

卜　 し か し な が ら 、 処 分 庁 は 、1 本 件 ５ 月 分 戻 入 決 定 に お い て 、 平 成22 年 ５

月 分 の 保 護 費 の 全 額 の 返 還 を 求 め て い ま す が 、当 該 返 還 額 の 決 定 に 際 し て 、

法 第80 条 を 適 用 す べ き 事 情 が あ る か 否 か の 検 討 を し た こ と を 示 す 証 拠 が

■　・　　　 ・　　　　　　　　　　　 Ｉ ■　　　　　　　　　　　　 ・　　・
な く 、 合 理 性 の あ る 判 断 に 基 づ き 、/本 件 ５ 月 分 戻 入 決 定 を 行 っ た と は 認 め

ら れ ず 、 不 吝 な 処 分 で あ る と 判 断 さ れ ま す 。　　　　　　 ‥ ‥
‥ ‥　　

‥‥

エ　 次 に 、 請 求 人 は 、 支 給 さ れ た 金 員 を そ の 名 且 ど お り 、 請 求 人 が 家 賃 を 支

■　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　 。　　　 ●　　　　　 ●･
払 っ た 後 に 、 当 該 支 給 決 定 を 停 止 す る ご と は｡ 明 ら か に 信 義 則 に 反 す る と

主 張 万し て い ま す の｡ で 、 本 件 停 止 処 分 が 信 義 則 に 反 す る か 否 か 検 討 し ま す 。

＼ 一 般 に 、 行 政 処 分 は 適 法 か つ 妥 当 で な け れ ば な ら 力 い ご と か ら 、
ペー 且

な さ れ た 行 政 処 分 も 、後 に そ れ が 違 法 若 し く は 不 当 で あ る こ と が 明 ら か と

＼な っ た と き に は 、 処 分 庁 自･ ら ご れ を 職 権 で 取 り 消 し 、 遡 及 的 に 処 分 が な さ

れ な か づ た の と 同 一 の 状 態 に 戻 す と 左 が 本 来 で゙ す 。　　　 ○　　　　　 ◇

卜　 し か し な が ら 、 取 り 消 さ れ る べ き 行 政 処 分 の 性 質 √ 組 手 方 そ の 他 の 利

害 関 係 人 の 既 得 の 権 利 利 益 保 護 、当 該 行 政 処 分 を 基 礎 と し て 形 成 さ れ た 新

た な 法 律 関 係 の 安 定 の 要 請 の 見 地 か ら 、行 政 庁 に よ る 行 政 行 為 の 取 消 し は
●　　　　・　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､ ■
無 制 限 で は な く 、 取 消 権 に は 条 理 上 の 限 界 が あ る と さ れ て い ま す 。‥ ‥ ‥

‥
‥

●　　　ｆ　　　。　 、　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｒ■
平 成 ９ 年 ２ 月27 日 東 京 地 裁 平 ６ （ 行 ウ)  111 号 ・ 平6 ご（ 行 ウ)  112 号

に よ れ ば √ 「 一 般 に √ 処 分 が 違 法 又 は 不 当 で あ れ ば 、 処 分 を し た 行 政 庁 そ

の 他 正 当 な 権 限 を 有 す る 行 政 庁 に お い て は 、自 ら そ の 違 法 又 は 不 当 を 認 め

て √ 処 分 の 取 消 し に よ っ て 生 じ る 不 利 益 と 、 取 消 し を す る こ と な く 処 分 に

基 づ き 既 に 生 じ た 効 果 を そ の ま ま 維 持 す る こ と の 不 利 益 と を 比 較 考 量 し 、

当 該 処 分 を 放 置 す る こ と が 公 共 の 福 祉 の 要 請 に 照 ら し 著 し く 不 当 で あ る

と 認 め ら れ る と き に 限 り 、 こ れ を 取 り 消 し う る も の と い う べ き で あ る （ 最

高 裁 昭 和 二 八 年 （ オ ） 第 三 七 五 号 、 同 三 一・年 三 月 二 日 第 二 小 法 廷 判 決 ・ 民
▽

集 一 〇 巻 三 号 一 四 七 頁 参 照 。）」 と さ れ て い ま す 。　　　 コ　 コ　 ∧

こ れ に 照 ら し て 本 件 停 止 処 分 に つ い て み る と 、 こ れ を 取 消 す こ と の 公

■　　　　Ｉ　　　　　　 Ｉ　　　　　　 ’　　　
・　－　　　　　　　　１　　　　　　　 。 、　　　　　　　 ●　　 ●益 上 の 不 利 益 と 、取 消 し を 行 わ な い こ と の 請 求 人 の 不 利 益 と を 比 較 考 量 し

て 勘 案 す れ ば､ 保 護 を 停 止 し て 過 払 い の 保 護 費 の 返 還 を 求 め て も 、 第 三 者I
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:…
…
…乙j

⊃

○

で あ 岑 利 害 関 係 人 の 既 得 の 権 利 利 益 に 影 響 を 与 え る こ と は な､ぐ ま た 逆 に 、く

保 護 の 実 施 機 関 は 、生 活 保 護 制 度 の 適 正 な 運 営 を 確 保 し 、法 に 則 し た 制 度

運 営 を 実 施 す る と と を 求 め､ら れ て い る こ ＼と が ら √本 件 停 止 処 分 を 取 り 消 さ 卜

な い こ と が 公 共 の 福 祉 の 要 請 に 照 ら し て 著 し く 不 当 で あ る と は 認 め 難 く 、 卜

さ ら に 、本 件 停 止 処 分 を 取 り 消 さ な い こ と に よ っ て 生 じ る 過 払 い の 保 護 費

め 返 還 に つ い て は 、ウ しに 記 載 し た よ う に 返 還 額 の 決 定 に お い て 対 応 す る と

Ｉ･　　　　　　　　Ｉ ●　　　　　　　　･･- ’ ｌ　、-･　　　．　　・　　　・ ●　　　　　　　　¶　　．
と が 想 定 さ れ る の で 、本 件 停 止 処 分 が 、↓明 確 に 倡 義 則 に 反 す る も の で あ る卜

と断 言 す る こ と はで 貪な い と考 え ら れ ます 。
●･　¶　　　　　　　l，　　　’¶　　‘　:●･　¶　　　　　　　l，　　　'　 ¶　　　　　・

オ.. こ.次 に ，
ぺ
請 求 人 は √J1本 件 停 止 処 分 に 関 す る 理 由 の 付 記 に 関 し ，亅 逮 捕 拘 留

二 に よ る｣= の ７ 語 で は ， 保 護 が よ｢な ぜ 全 部 停 止 と な る め か｣ と い う ご と は 到
．･　　　　　．　　　　　　　　-　- ．　　● ■　　　　・

……底 説 明 が つ か な い 事 柄 で あ り ，理 由 付 記 と し て 不 十 分 で あ る 旨 の 主 張 を し
■１　　１　　　１　　　・　． 

，' ■　　■　　　　　　　　　 Ｉ　
．　　　　　　・

■　　　－　　●･●　　・ １●．･　，　　　　　　　●　　●　　　Ｉ　Ｉ ．　■　　　　－
＼ 七 い ま ず め で ご 玻 由 の 付 記 に う い 七 検 討 し ま す 。j……………う上二卜 上 ……

………,… ……

卜 不 利 茲 処 分 に 孫 る 処 分 理 由 の 付 記 の 匐 度 にう い て.は 万，ｲ(.2) の 力 に 記 載 レ

ニ た と お: り ＼で す が4 本 件 停 止 処 分 に お け る 処 分 理 由 の 付 記 に つ い て は √ 当 該
－　■　　　　●　　　:　　　●　　　'　　　J..　　　　　　　　¶　　　　.■,　.　　　　　・　　･･ ■■I

ﾉ
回‘処 分 に 係 る 進 知 吋

▽｢ 逮 捕 拘 留.に よ る(2 と 記 載 翕1れ て い ま す レ 本 プ

◇ 船 こう む て は ，/
……l青求 人 が 逮 捕 ． 勾 促iさ れ た 事 実 に 基 づ く 処 分 吻 あ り ヤ 厦 保=

卜 竢 者 が 勾 留 さ れ た と 貪 はJ 町 に 記 載 し た と お:り 最 低 生 拮 費 の'計 上 が 必 要 ≒

■　　　●　　　　　　　'　　　　　
．･　Ｉ ．　　　　，　' ．　Ｉ　　ｌ　　　　ａ　ｌ●■　Ｉ

＼ と か く な り ま す の ゼ ， 仭 竢 齟｢ な ぜ 全 部 停 止 と な 岑 め か｣ づに う い 七 め 記 載ﾚ

………ｶﾇな1,!･ ど こと 皋 も や て4 不 十 分 な 穉 由 φ 付 記 で あ る:と 断 言 す る こ と はT ぐ き な

い]と考えられます。
Ｓ

４

・

¶" 丶‾‾‾ ‾J.f･･/ ●-･w*  /  . V ・　 ． ．　 ．．
，　　　　 ．Ｉ　 ＩＩＩ ■　　 ■　 ａ ．-．・　　　　　　　 ■　¶　　　　 ● ，　．　　　Ｉ　　 ・　 ．　　　　 ７ １　　･ ゝ

万力 匸 以 上 の, ア が ら ウ に 記 珮 じ た と 尠 り 〕√; 本 件 停 止 処 分
に つ い て 眸 √=l 不 当 な

ー　・　匸.'J　　･"'　　I･　 ・　 匸j'●.I-　'.‘ . I,'.･　 ，:･.--.･･I...･･　1,･　　.l,･　●　･●･:･.･"I'　I　 ●　･l　　　　,

卜
本 件5j 月 ＼分 戻 入 決 定 七 同 時 か 卩 で 体 的 に 行 わ れ た も の で あ る の で

√
取 消

II　　　　II ■　 ¶　　I･　　･ ■　　　.
―■　　I　　.　 ¶　.　　　　　 ・　　　　　　　 ●　　・　 ¶　　I　,･

1　 －　 ■■. ・　-I･ 畆　　　　　　　　　 ■　 －　　 ●　　　 －　　｜　　　　　 ・
… …し を免 れな い も の と 判 断 さ れ ますj ……… ……………

二 以 上 か らj、｡本 件 返 還 処 分 及 び 本 件 停 止 処 分!;

が 認 め ら れ る ので 、･､･主 文 の とお り裁 決し ます 。

I　　　･.　　I:i l. XI･ ..
●･` ゛･ ’　･ ’　･･ ’　

・　.I･･･ ’.’:　’･･ .I丶1●　　　　 ’I　　･.　･･.　　　 ・　、 ・　　　　 ・　　　.
（4 ）二 以 上 か らj

、.-.
本 件 返 還 処 分 及 び 本 件 停 止 処 分 に つ い て は

、
＼違 法 又 は 不 当 な 点

･･” ‘･.. ‘.　･.　　　 ‘ －　･I:’･ ／’こ...ﾆｰ=....､. ‘･:-こ　･､.･ ’ 4./　、･..　 ………:. 一厂●･.l　l.･厂． ﾊﾟﾌ／.　 ’.1●･･.　･a.･

平成ﾚ22年 Ｈ 月い10日

審査庁＞静岡県知事　川勝　平
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ダ こ の 裁 決 に 不 服 が あ る と き は 、 こ の 裁 決 が あ っ た こ と｡を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら

起 算 し て30 日 以 内 に､ 厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き ま す （な
・’　　　　　　 ・　　　　　　　｜　・　　　　　　　　　　　　Ｉ Ｉ　　　　　　　●¶　　　　　　　　　　●お 、 裁 決 が あ う た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て30 日 以 内 で あ っ て も 、 裁

決 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て １ 年 を 経 過 す る と 再 審 査 請 求 を す る こ と が で

き な く な り ま す 。 ）。 づ　　　 ／　　　　　　　　　 ノ　　　　 ニ　　 し

ま た 、 こ め 裁 決 に つ い て は 、 こ の 裁 決 が あ っ た ご と を 知 っ た 日:め 翌 日 か ら 起

算 し て ６ か 月 以 内 に 、 こ の 裁 決 の 前 提 と な る 決 定 を し た 市 を 被 告 と し て （訴 一訟

に お い て 市 を 代 表 す る も の は 市 長 と な り ま す 。） 決 定 の 取 消 し の 訴 え を √ あ る い

は 県 を 被 告 と し て/ （ 訴 訟 に お い て 県 を 代 表 す る も の は 知 事 と な り ま す 。） こ の 裁

決 の 敕 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き ま す （な お 、 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た

日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ６ か 月ﾌ以 内 で あ っ て も 、 裁 決 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算
・　　。･-　　　　　　　　ｌ･　　　　　　　　　、 ･１ ａ　。　　　　　　　　・　　　　。　　　　　、
し て １ 年 を 経 過 す る と 決 定 及 び 裁 決 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き な ぐ

な り ま す 。①）。　　 犬　 ダ　　　 ‘　　 十 卜　　 ‥ ‥‥‥　　　　　　 ：
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